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	【使用方法等】
	1.本品は、弾力性があり曲げ易いので、鼻腔へ容易に挿入できる。但し、挿入前に本品を水和する必要はない。
	2.必要に応じて、挿入前に本品をトリミングする。本品は弾力性があるので、鼻腔内への挿入を容易にするために小さく圧縮して挿入することも出来る。
	3.本品を鉗子でつかみ、テーパーエンドより鼻腔内に挿入すること。
	4.挿入後、必要に応じて本品を水和すること。
	5.挿入後は過剰な注水や、あるいは注水後の過剰な力はかけないこと。注水には生理食塩水点鼻スプレーを使用してもよい。
	6.開封後の残った製品は廃棄する事。
	7.本品を挿入後の過剰な注水や、注水後の過剰な力はかけないよう患者に伝えること。（最初の外来診療が終わるまでバルブシリンジで洗浄しないこと。）
	8.本品は通常溶解し鼻孔から排出されるが、溶解しなかったか、あるいは手術部位から排出しなかった残留物は、医師の判断に応じて洗浄または弱い吸引により取り除くことができる。
	【使用上の注意】
	1.不具合・有害事象

